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《書 評》

"Heritage Language Education: A New Field Emerging" 

  Donna M. Brinton, Olga Kagan, and Susan Bauckus (eds.) 

                NY: Routeledge, 2008.

宮竹愛子 ・友沢昭江 ・マルヴィー 菜穂子、・鈴木崇夫 ・加藤真帆子

マクフ ァーソン田中苗美 ・ロー レンス桜井静 ・小野桂子.・白頭宏美 ・ダグラス昌子

真嶋潤子 ・谷 ロジョイ ・櫻井千穂 ・立花有希 ・佐々木倫子 ・中島和子(執 筆順)

MHB研 究会では、2009年2A23日(月)、 継承語教育研究と実践の最先端を伝え

る上記専門書の読書会を行いました。

本書について 中島 和子(ト ロン ト大学)

年少者 を中心に発展 してきた中南米やカナダの継承語 教育 とは異なり、米国の最近

の継承語教育は、高校や大学の外国語クラスに混在する継承語話者 たちを対象に発展

してきた。「家庭では継承語を話す英語話者」 と定義 される継承語使用者の言語能力が、

たまたま米国の国家戦略的ニーズと相まって、急遽国の言語資源 として高 く評価 される

よ うになったのである。 このような動きが始まったのは2000年 前後であるが、その後こ

の新 しい継承語運動 は大きく発展 、現在 では、先住民、 ろう児、移住 ・外国人児童生

徒 を含めて、マイノリティー言語 に関わる研究者 、学習者、教師、保護者 、コミュニ

テ ィを包括的にエンパワーする大きな力 にな りつつある。

本 書は、 この運動の中核 的存在 であったカ リフォルニア大学 ロスアンジェルス校

RussellN.Campbell教 授(1927-2003)へ の追悼 号である。Campbell教 授が主宰

した2001年 のUCLAHeritageLanguageResearchPrioritiesConferenceで 今

後のあるべき研究指針 として提示 された学際的アプローrチをモ ットー とし、幅広 く継承

語にまつわる国家政策、言語的特徴、教師養成、カ リキュラム、プログラム評価など20

もの論文が収録 されている。まさにHeritageLanguageEducation:ANewField

Emergingと い うタイ トルにふさわ しく、萌芽期にある継承語教育のさまざまな側面を

カバーしたものである。

実は、移民大国である米国には、当然のことながら継承語教育の長い歴 史がある。

継承 日本語教育 においても然 りである。新 しい継承語運動が どのよ うな形で、過去の

遺産 と整合 性を持ちつっ米国の言語教育の地図を塗 り替えていくか目の放せない ところ

一121一



母 語 ・継 承 藷 ・ノ、"イグンカヲ〃教 育 砌 月β)研 究Volume6MAR(:f-f2010

である。

全20章 のうち、読書会で取り上げた17章 の概要を以下に記す。

【第1章 】WhoAreourHeritageLanguageLearners?:Identityand

BiliteracyinHeritageLanguageEducationintheUnitedStates

(継承 語学 習者 とは?:米 国の継 承語 教育 にお け る アイ デ ンテ ィテ ィ と

バ イ リテ ラシー)

NancyH.HornbergerandShuhanC.Wang

HornbergerとWangは 、まず、米国における継承語の定議は、Fisherman(1999 ,

2001)の 社会歴史学的な解釈が一般的であるが、近年の移民や海外か らの養子問題 を

踏 まえ、 この解釈で網羅されていない文化 的、心理学的な観 点や社会心理学的要素の

必要性を提案す る。次に、継承語学習者が、言語によるコー ド・スイッチ と同時に、

文化 もスイ ッチすることに着眼 し、Gutierrezeta1.(1999)が 提唱するthirdspace

などにおいて現れるpossibleselves(McGinnis,2002)と 呼ばれる未知のアイデンテ ィ

ティを示唆す る。継承語は現在 でこそ、problemで はなくresourceと い う概括が一般

的であるが、英語優位 の概念 も依然存在する。継承語学習は、学習者の生活 を豊かに

し、継承語のみならず英語や他の言語学習を学習す る上でも助 けとな り、アイデンティ

ティの育成にも役立つ。以上のことを総括的にとらえると、アイデンティテ ィとバイ リ

テラシーを理解することが今後、継承語の課題になるだろう。

(宮竹 愛子)

【第2章 】L、earningOtherLanguages:TheCaseforPromoting

Bilingualism

(も う一 つ の言語 を学 ぶ とい うこと一現行 の教 育 制度 でバ イ リ ンガ リズ ム

を推 進 す る方法)

G.RichardTucker

世界の潮流は、マイノリティー児童はバイ リンガル教育、マジ ョリティー児童は外国

語を取 り入れた授業を受ける方向にある(WorldBank,2000)。 しかし今 も多くの移

民を受 け入れるアメリカ合衆国(1980年 代には900万 人)で は二言語学習カ リキュラ

ムは望ま しいものとはみなされない。 マイノリティー児童は学力や英語力の点で劣 り、

ドロップアウ ト率 は高 く大学進 学率 も低い。現行の教育政策は有効に機 能 しておらず
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変更を求める声は高い。Two-wayimmersionは 英語話者と非英語母語話者を同じク

ラスに統合し、科目に応じて二つの言語で教授するが、その有効性は指摘されている。

プエル トリコ系のように本土と島とを周期的に往来する人口をプログラムの教育助手や

ピアモデルとして活用し、児童の学力や言語能力の向上をめざす方法は大きな可能性を

もつ。離れた場所間の通信を可能にする技術を利用すれば、世界中の 「人の流入」が

ある国においても可能 となる。

(友沢 昭江)

【第3章 】PolicyActivityforHeritageLanguages:Connectionswith

RepresentationandCitizenship

(継 承 語 に関す る政 策活動 表 われ 方 と市 民権 の関係)

JosephLoBianco

言語維持がいかに政策の中で論議 されているかを分析す るために、スコッ トラン ドと

オ・一ス トラリアの事例を紹介。

スコットラン ドは1997年 に地方 自治権 を連合王国か ら獲得 し、新議会が言語政策を

検討。それまで絶滅の危機 にあったゲール語の復興が、 コミュニティーレベルの活動を

始め成功をお さめている。 尚、EUは 事実上の市民権のようなものを生み出 しているが、

少数派言語に関する憲章は進んでいない。

オース トラリアでは、戦後の言語政策 の発 展が市民権の拡大 と重 なっている。言語

政策 では1970年 前 半に多文化 ・多言語 主義 に向か う発展 をとげ、1980・90年 代にコ

ミュニティーランゲ ッジ、アジア言語重視の政策に移行 した。パスポー ト発給は、1948

年に国内居住者に、1967年 に原住民に、2002年 に二重国籍容認 と市民権が拡大された。

自分のルー ツ(heritage)や 起源にこだわりながら市民権 のアイデンティテ ィを探す

新 しい論議は、生産的な政策基準 と対談 に基づく必要がある。

(マル ヴィー 菜穂子)

【第4章 】HeritageLanguageEducationinCanada

(カ ナ ダの継 承語 教育)

PatriciaA.Duff

本論文は、カナダの教育の中でマイノリティ言語が歴史的にどのように扱われてきた

か、また現在に至ってどのように扱われているかという実態の記述から論が展開され、

その中で 「継承語」という用語がカナダのプログラムを起源として生まれたことを指摘
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し、Cummins(1992)を 用いて定義している。これまでのカナダの継承語教育に関わ

る実証的な研究で明らかになってきた仮説を提示 し、具体的な研究事例を多く紹介 し

ている。また、継承語教育は教育的な側面のみならず、社会政策的な側面とも結びつ

きが強いことに触れ、カナダが多文化主義政策をとるに至った経緯をアボリジニーの問

題、ケベック州の問題を挙げて言語 ・文化の論争について説明している。最後に、カナ

ダの継承語教育史の中では最も新 しいといえるブリティッシュ・コロンビア州(BC州)

の近年の動向について詳述し、カナタ西部から東部までの継承語教育をまとめ、今後の

展望を示 している。

(鈴木 崇夫)

【第6章 】HeritageLanguagesandIdeologiesofLanguage:

UnexaminedChallenges

(継 承 語 と言 語イ デオ ロギ ー:未 検 証 の課題)

GuadalupeValdes,SoniaV.Gonzalez,DaniaLopezGarcia

andPatricioMarquez

この章では教育機関の外国語プログラムが言語イデオロギーに深く影響 していること

を指摘する。アメリカのあるスペイン語学科を一例 として、スペインと南米出身者、ラ

テン系アメリカ人、非母語話者を含む教員と学生にインタビュー調査をした結果、学

科のディスコースが明らかになり 「熟達した母語話者」というビリーフや 「正 しく適切

な言語」というイデオロギーによって学科のメンバーのステータスが決まることがわかっ

た。そこには、言語が混成することを恐れ別の言語がより使われることでオリジナルの

言語が勢力を失い、模範となる母語話者がいなくなるという考え方が見られた。

このことから、外国語教育の専門家は、従来の非母語話者への外国語教育だけでなく、

継承語を含めた教育、つまり、移民バイリンガルの役割、2言語使用の役割、モノリン

ガルの言語との関係、衰退するオリジナルの言語の回復などについても明確に伝える役

割があると結論づけている。

(加藤 真帆子)
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【第7章 】TheRelevanceofBilingualProficiencyinU.S.Corporate

Settings

(米 国 企業 にお け るバイ リンガ ルプ ロ フィ シェ ンシー の評 価)

MaryMcGroartyandAlfredoUrzua

本章は、スペイと語を母国語とする、バックグラウンドおよび職種の異なる三人のメ

ギシコ人の就職、昇進に関する調査をもとに、米国企業がバイリンガル能力をいかに評

価しているかを探っている。また、バイリンガルであることが就職に関して有利になる

かとい う問いに関し、これらのケ藁スをもとに 「バイリンガルの価値」についても考察

している。調査内容としては、英語 とスペイン語の業務上の使用頻度、比率、および

業務内容、また、企業のバイリンガルに対する姿勢などに着 目し、個人の経験を通して

その実態を明らかにしようとしている。結果として、専門知識や技術を備えたうえでバ

イリンガルスキルを有することが、'就職、昇進のカギになっていることが示唆される。

また、調査結果をもとに、将来どのような能力の養成が必要とされているかにも言及し、

アイデンティティと職場における言語使用の関係は今後の調査対象であると結んでいる。

(マクファーソン 田中 苗美)

【第8章 】HeritageLanguageNarratives

(継 承 言 語 のナ ラテ ィヴ)

MariaPolinsky

本章では、ロシア語の継承語話者(Heri七ageSpeaker、 以下HS)と 母語話者のナ

ラティヴを分析 した研究を扱っている。研究の目的は、HSの ナラティヴ研究における

方法論的基盤の確立である。HS二 人(大 人と子供)の ナラティヴのデータをもとに、

発話量や文法的特徴(格 、相、時制等)を 分析し、舟語話者 との比較を行った。分析

結果として、HSの ナラティヴは母語話者に比べ、複文構造が少なく、発話も短いこと、

そして年齢差があること等を示している。著者は、大人の継承語では、幼児期の不完

全な言語が単に化石化しているのではなく、幼児期に学び記憶に残っている言語を再分

析して生まれた文法が使用されているという仮説を提示している。この仮説については、

今後更に多くのHSの データ分析が求められる。本章の終わりに、HSに よる文法の再

構成には、ユニヴァーサルな言語規則や制限が働いていると指摘されているが、この言

語規則や制限とは何かを考えていくことも課題である。

(ローレンス 桜井 静)
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【第9章 】PriorLanguage-LearningExperienceandVariationintheLinguistic

ProfilesofAdvancedEnglish-SpeakingI.earnersofJapanese

(英語 を母 語 とす る 日本 語上 級学 習者 にお ける言語 学習 の経 験 と

言語 背景 のバ リエ ー シ ョン)

KazueKanno,TomomiHasegawa,KeikoIkeda
,YasukoIto

andMichaelH.Long

多様な日本語学習の背景を持った上級学習者を上級レベル(OPI上 級)の継承語話者

と、非継承語話者それぞれの言語特性を(1)言語特性における一般的な共通項と相違点
。

(2)日本語学習の背景が言語特性に与える影響。(3)上 級学習者の分類方法、の三点に

おいて、筆記試験、OPI,guidednarrativeの 三種類の方法で調査した。

その結果言えることは以下の通 り。継承語学習者 と非継承語学習者のカテゴリーの

違いを、初級 ・中級でも明確にする必要がある。語彙(特 に漢語)と 連語の体系的指

導が、より必要とされている。補習校経験が、正確さと複雑性における優越性を築い

ている調査結果から、補習校経験の特性を明らかにする必要がある。補習校に通わな

い継承語学習者には、読み書き能力だけでなく、より広範囲の目的を明確にした指導

が必要である。学習者の分類のために、新 しい能力判定のテス トの開発が求められる。

(小野 桂子)

【第10章 】AcademicWritingProficiencyofRussianHeritageSpeakers:

AComparativeStudy

(継 承 ロシア語 話者 の アカデ ミ ックな 書き 言葉:比 較 研究)

DebraFriedmanandOlgaKagan

アメリカの大学に在籍する継承ロシア語話者の書き言葉を分析し、1)継 承学習者と

母語話者のロシア語の違い、2)継 承学習者と外国語としての学習者のロシア語の違い、

3)ロ シア語圏を離れた年齢 とロシア語の書き能力との関連性、4)英 語の書き能力と

ロシア語の書き能力との関連性、5)継 承ロシア語学習者の書き能力を伸ばすための教

育への応用について考えたものである。映画の一場面をロシア語で記述描写した作文を

ロシア語の複文における関係節、時の関係を表す表現の2点 の使用状況について調査

分析する。分析の結果から、教育への応用として、以下の提言がされている。高校ま

でロシアで生活 した継承語学習者でも、教育を受けたロシア語母語話者の書くスキルに

は及ばない。外国語学習のプログラムなどを応用し、アカデミックな構文の習得など必

要なスキルを指導し、継承語学習者の口頭能力を読み書き能力に発展させるカリキュ
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ラムの考案が不可欠である。

(白頭 宏美)

【第12章 】AProfileofJapaneseHeritageL、earnersandIndividualized

Curriculum

(継 承 日本 語学 習者 の プロ フ ィール と個別 カ リキ ュラム)

MasakoO.Douglas

当論 文は継承語 日本語(JHL)話 者 のプロフィールの構築 と、それ を基にデザイン

した個別カリキュラムの効果の測定結果の報告である。まず、プロフィール構築のため、

大学の外国語 としての 日本語 中級 レベルに登録 したJHL学 習者14人 に対 して、言語背

景調査 と言語力測定(ACTFLのOPI、 クローズテス ト)を 実施 した。JHL学 習者 の

プロフィール として、学校教育をうける言語 としては英語を背骨の言語 とし、また話す

力 に比べ、読みの力が低 く、その読みの力は個人差が大きいことがわかった。次 に、こ

のようなプロフィールをもつJHL学 習者のためにとくにリテラシーに焦点をあてた個別

カリキュラムをデザインし、その効果 を測定 した。Pre-/post一 テス トの比較で、漢字

力には統計的に有意差が出た。漢字学習ス トラテジーとクローズテス トの結果は統計的

有意差 はなかった ものの、post-testが 高くな り、個別指導の効果がみ られた。

(ダグラス 昌子)

【第14章 】SpanishforNativeSpeakersEducation:TheStateoftheField

(母 語 話 者へ のス ペイ ン語 教育:現 状 と課題(分 野の 状況))

JoyKreeftPeyton

本章は、アメリカの 「母語話者のためのスペイン語(SNS:SpanishforNative

Speakers)」 教育に携わる教員のための研修会の成果報告である。教育現場にいる

SNS教 員は、現状やその問題点に関する情報や意見交換を行 う機会が日常的に少ない

が、1999年 夏に6週 間UCLAに おいて30名 の中等教育の教員が参加 して活発な議論

が行われた。

SNS教 育の意義が個人レベルでのバイリンガルになるメリットから国レベルでの多言

語話者の必要性に渡って論じられた後、継承語SNSの 現状や特徴が述べられ、教師の

資格や養成の現状が改善すべきテーマとなっている。その後、具体的なSNSプ ログラ

ムモデノレやカリキュラム、指導法に議論が及ぶ。SNS生 徒への様々な評価法に関する

現状と可能性が述べ られた後、言語政策に話が及び、関係者の意識改革によって、必
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要なSNS教 育の充実を図るべきだという提案がなされている。

(真嶋 潤子)

【第15章 】School-BasedProgramsforHeritageLanguageLearners:

Two-WayImmersion

(学 校 教育 を基 盤 と した 継承語 プ ログラム)

DonnaChristian

本章では、継承語教育に対する支援の欠如を指摘した上で、学校教育を基盤 とした

継承語プログラムの構築に関する提言がなされている。著者は、継承語が教室指導の

媒介語となることで、コミュニティ内での使用が制限的となった言語に再び活力を与え

た事例を引き、英語優勢の生徒と継承語優勢の生徒が、両言語により教科学習を行 う

「Two-Wayイ マージョン教育」の可能性を模索 している。英語 とスペイン語による

Two-Wayイ マージョン教育を採用する教育機関における調査の結果、英語母語話者、

スペイン語母語話者の双方に言語能力の向上が見られた。また著者は、プログラムデザ

インに関わる研究が急務であると述ぺている。初等 ・中等教育は言語の素地を作るのに、

最も適 した時期と言える。学校教育におけるバイリンガル教育は、家庭やコミュニティ

における継承語教育を補い、子どもたちの言語に関する選択肢を広げるものとして有用

であろう。

(谷ロ ジョイ)

【第16章 】TheKorean/EnglishDualLanguageProgramintheLos

AngelesUnifiedSchoolDistrict

(ロサ ンゼル ス統合 学 区 にお ける韓 国語/英 語 双 方 向型バ イ リンガル 教育)

Sung-ockS.SohnandGraigC.Merrill

本 章では、 ロサンゼルス統合学区(LAUSD)に おけるKorean/EnglishDual

LanguageProgram(KDLP)に っいて述べ られている。KDLPと は、韓国語話者

(英語学習者)と 英語話者が同学級で学ぶ 「双方向型バイ リンガル教育」である。 この

プ ログラムを採用す る小学校 で行われた研 究結 果 によると、幼 稚園か ら継続 して

KLDPに 参加 している韓 国人生徒は、それ以外のプログラムに参加する韓国人生徒 と

比較 し、高い英語力、韓国語力を示 した。 これは、核 となる第1言 語の知識が備わって

いるため、また韓国語によるリテラシー能力が転移 しているためであると考えられ る。

さらに、社会経済的な要因は、生徒の英語 ・韓国語能力 と相関関係がないことが分かっ
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た。学校教育における継承語の使用は、英語の理解が十分でない場合の 「翻訳語」で

はなく、教科指導を行 う際の使用言語としての位置づけが効果的である。 し

(谷ロ ジョイ)

【第17章 】EnhancingAcademicLlanguageProficiencyinaSpanish

ImmersionClassroom

(ス ペ イ ン語 イ マー ジ ョンク ラスで 学習 言語 能 力を伸 ばす)

AndrewD.CohenandTaniaGomez

本報告は、 ミネソタ州セン トポールのスペイン語イマージョン小学校に在籍する5年

生児童21名 に対 して、1.2(ス ペイン語)の 学習言語能力を伸ばす ことを 目的として行

われた実践研究に関するものである。先行研究ではイマージョンプログラムの高学年児

童たちのL2学 習言語能力が十分に発達 しないことが指摘 されている。本調査では、そ

の伸長 にinnervoice(Tomlinson2000)の 使用が有効であろうとい う仮説のもと、

実践が行われた。2001年10月 か らの5ヶ 月間に、科学と歴史の授業(30回)の 問題解

決場面でinnervoiceを 使 うよう児童 を指導 し、 コース開始時 と終了時のテス トで口

頭 運用 能力 に変化 が見 られ るかを考察 している。 結論では、仮説 通 りL2のinner

voiceの 使用が学習言語能力の発達 に効果があることが指摘 されている。 しか し一方で、

本調査では同時に複数の指導(実 践)が 行われてお り、特定の指導法 と効果 との因果関

係 を決定付けることは難 しいとい う調査の限界 も指摘できる。

(櫻井 千穂)

【第18章 】"Oh,IGetItNow!"FromProductiontoComprehension

inSecondLanguageLearning

(「あ 、今 わか っ た!」 第 二 言語 学習 におけ る産 出か ら理解へ)

MerrillSwainandSharonLapkin

本章では、継承語学習者ではなく、イマージョン教育を受けている生徒を対象として、

かれらの第二言語能力をより精緻に把握するための調査研究が報告されている。

先行研究から得られる2つの理論的前提、すなわち、学習者はわかった上で話す、書

く以上のことを話したり、書いたりするという 「言語産出を通じて言語学習に入ってい

く」こと、および 「話したり書いたりすることによって、新たな理解、より深い理解へ

到達する可能性がある」ことに立脚 して、「産出がどのように理解を助けるか」をテー

マとしている。
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フランス語のイマージョン授業を受けている第7学 年の生徒4人に対し、マルチステー

ジタスクによる調査を行った結果、言語の産出が言語学習の過程で重要な役割を果た

していることが確認された。 とはいえ、学習はすべて産出から理解へ進むというのでは

なく、言語習得の一つの方法として使用を通じたものがあるという考えが著者たちの主

張である。

(立花 有希)

【第19章 】LocatingandUtilizingHeritageLanguageResourcesinthe

Community:AnAsset-BasedApproachtoProgramDesignand

Evaluation

(コ ミ ュニ テ ィの継 承語 リソース の発見 と利 用 一プ ログ ラム の設 計 と評 価

に対す る資 産基 盤 型 〔アセ ッ ト ・ベー ス〕 ア プ ロー チ ー)

BrianK.Lynch

本章の目的はコミュニティの概念から発したプログラム評価のアプローチを継承語研

究に紹介することにある。それはニーズ基盤アプローチに見られる、何が欠けているか

に留意するような欠損モデルではない。コミュニティにあるリソースの範囲の特定か ら

始まり、どうリソースを結びつけるかを探るという、資産基盤 型アプローチである。

現代はどのような言語プログラムを実施するにしろ、各方面、特に、資金援助団体

への説明責任が強く求められる。実証的枠組みが要求されることも多く、また、記述だ

けでは不十分で、因果関係 と推論への言及が期待されるともいう。 さらに、多様な組

織の連携が重視される中で、以下の連携図の作成は効果的であろう。本章の積極的 トー

ンを評価したい。

(佐々木 倫子)

・蜘 靆覊 獵 難 学校

盤 鑼釀 戀_
公園 図書館

芸術家 専門家

鑞 飜懸
若者 お年寄り

文化サークル

病院 地域の大学

図 コ ミュ ニ テ ィの た め の 資 源基 盤 型地 図(ア セ ッ ト ・マ ップ)

(Kretzmann&McKnight,1993,p.7よ り)
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【第20章 】SalvagingHeritageLanguages

(幼児期の継承語体験か ら得るもの)

TerryKit-fongAu

幼児時代の継承語体験が、長 じて高校や大学で継承語を再学習するときに、どのよ

うに役立っか。幼児時代の体験が継承語 「話者」(speaker)で あったか、聴 くだけの

「聴者」(hearer)で あったかによって、その利点がどう異なるか。このような継承語

体験の差による利点を、スペイン語(200名)、 韓国語(43名)を 学ぶ米国の大学生を対

象にアンケー トとインタビュー方式で認知心理学者の立場から調査分析したもの。継承

語 「話者」は再習得時に音声面で明らかなプラス、また 「聴者」も大学で初めてスペ

イン語を学ぶ学習者 よりも母語話者に近い発音を獲得する傾向が見られた。しかし利

点は音声面に限られ、形態面や構文面では利点が見出せていない。継承語再習得にお

いてもっとも有利な条件とは、継承語のアクティブな使用者であること、継承語がフル

に発達 していることであり、「幼児以降も継続して継承語話者である必要がある」と結

論づけている。

(中島 和子)
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